
 

- 1 - 

議案第５０号 

自由通り沿道八雲地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例等の一部を改正する条例 

上記の議案を提出する。 

令和８年６月１７日 

提出者 目黒区長  青   木   英   二 

 

自由通り沿道八雲地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例等の一部を改正する条例 

（自由通り沿道八雲地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

の一部改正） 

第１条 自由通り沿道八雲地区地区計画の区域内における建築物の制限に関す 

る条例（平成４年１０月目黒区条例第５１号）の一部を次のように改正する。 

第３条第２項中「前項」を「前２項」に改め、同項ただし書中「・昇降機

塔・」を「、昇降機塔、」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１項の次

に次の１項を加える。 

２ 前項の規定にかかわらず、適用区域内の建築物のうち、ゆとりある良質

な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たしていると

区長が認めたものについては、当該建築物の高さの最高限度を１３．２メ

ートルとすることができる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒

区建築審査会の意見を聴くものとする。   

 第５条中「条例」の次に「に定める制限（第３条第２項の規定により適用

しない制限を除く。）」を加える。 

（目黒本町五丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の 

一部改正） 

第２条 目黒本町五丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例（平成２２年３月目黒区条例第９号）の一部を次のように改正する。 



 

- 2 - 

第６条後段を削り、同条第３号中「３０メートル」を「３３メートル」に

改め、同条に次の２項を加える。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、地区計画の計画図に表示するＡ１地区、Ａ２ 

地区及びＡ３地区の区域内の建築物のうち、ゆとりある良質な空間の確保、 

防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たしていると区長が認めたも 

のについては、次の各号に掲げる建築物の区分に応じ、それぞれ当該各号 

に定める高さを、当該建築物の高さの最高限度とすることができる。この 

場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査会の意見を聴くものと 

する。 

(1) ２００平方メートル未満の敷地に建築する建築物 ２２メートル 

(2) ２００平方メートル以上の敷地に建築する建築物 ２７．５メートル 

 ３ 前２項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

  第１０条中「又は第４号」を「若しくは第４号又は第６条第２項」に改め

る。 

（自由が丘サンセットエリア地区計画の区域内における建築物の制限に関する 

条例の一部改正） 

第３条 自由が丘サンセットエリア地区計画の区域内における建築物の制限に

関する条例（平成２２年１２月目黒区条例第３２号）の一部を次のように改

正する。 

  第７条第１項後段を削り、同条第２項中「該当するもの」を「該当する建

築物（次項に該当するものを除く。）」に改め、同条に次の２項を加える。 

 ３ 第１項の規定にかかわらず、ゆとりある良質な空間の確保、防災又は環

境負荷低減に関し一定の条件を満たしていると区長が認めた建築物につい

ては、次の各号に掲げる建築物の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める
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高さを、当該建築物の高さの最高限度とすることができる。この場合にお

いて、区長は、あらかじめ目黒区建築審査会の意見を聴くものとする。 

(1) 商業地区の区域内の建築物（次号又は第３号に該当するものを除く。）    

２２メートル 

(2) 商業地区の区域内の建築物で、女神通り、補助４６号線又は補助１２

７号線のいずれかに面する敷地に建築するもの ３３メートル  

(3) 商業地区の区域内の建築物で、１号壁面線に面する敷地に建築し、か

つ、街路空間の演出、憩い空間の創出及び周辺環境に対し一定の配慮が

図られていると区長が認めたもの ２７．５メートル  

(4) 近隣商業地区Ａ又は近隣商業地区Ｂの区域内の建築物（次号又は第６ 

号に該当するものを除く。） １８．７メートル  

(5) 近隣商業地区Ａの区域内の建築物で、学園通り又は補助４６号線のい 

ずれかに面する敷地に建築するもの ２２メートル 

(6)  近隣商業地区Ａ又は近隣商業地区Ｂの区域内の建築物で、１号壁面線 

に面する敷地に建築し、かつ、街路空間の演出、憩い空間の創出及び周

辺環境に対し一定の配慮が図られていると区長が認めたもの ２２メー

トル 

 ４ 前３項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

  第１０条中「又は第５条第２項第３号若しくは第４号」を「、第５条第２

項第３号若しくは第４号又は第７条第３項」に改める。 

（自由が丘南口地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一 

部改正） 

第４条 自由が丘南口地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条

例（平成２６年３月目黒区条例第１０号）の一部を次のように改正する。 
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  第７条第１項後段を削り、同条第２項中「前項前段」を「前項」に改め、

「認めたもの」の次に「（第４項に該当するものを除く。）」を加え、同条

第３項中「前２項」を「第１項から第４項まで」に改め、同項を同条第６項

とし、同条第２項の次に次の３項を加える。 

 ３ 第１項の規定にかかわらず、ゆとりある良質な空間の確保、防災又は環

境負荷低減に関し一定の条件を満たしていると区長が認めた建築物（次項

に該当するものを除く。）については、次の各号に掲げる地区の区分に応

じ、それぞれ当該各号に定める高さを、当該建築物の高さの最高限度とす

ることができる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査

会の意見を聴くものとする。 

(1) 商業地区 ３３メートル 

(2) 近隣商業地区Ａ ２２メートル 

(3) 近隣商業地区Ｂ １８．７メートル  

４ 第１項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる地区の区分に応じ当該各 

号の表の左欄に掲げる敷地面積を有する敷地内の建築物であって、ゆとり 

ある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たし、

かつ、周辺環境に対し一定の配慮が図られていると区長が認めたものにつ 

いては、当該各号の表の右欄に掲げる高さを、当該地区における当該建築 

物の高さの最高限度とすることができる。この場合において、区長は、あ 

らかじめ目黒区建築審査会の意見を聴くものとする。 

(1) 商業地区 

敷地面積（商業地区の区域内

にある部分に限る。） 

高さ 

１，０００平方メートル以上 

３，０００平方メートル未満 

 ３９．６メートル 

３，０００平方メートル以上 ４９．５メートル 

(2) 近隣商業地区Ａ 
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敷地面積（商業地区の区域内

にある部分を含む。） 

高さ 

２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

 ２６．４メートル 

５，０００平方メートル以上 ３３メートル 

(3) 近隣商業地区Ｂ 

敷地面積（近隣商業地区Ａの

区域内にある部分を含む。） 

高さ 

２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

２２．４４メートル 

５，０００平方メートル以上 ２８．０５メートル 

 ５ 前各項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

  第１０条中「第７条第２項」の次に「から第４項まで」を加える。 

  第１２条第１項第３号中「若しくは第２項」を「から第４項まで」に改め

る。 

（西小山駅前地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部 

改正） 

第５条 西小山駅前地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

（平成２７年３月目黒区条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項後段を削り、同条第２項中「前項前段」を「前項」に改め、

「認めたもの」の次に「（第４項に該当するものを除く。）」を加え、同条

第３項を同条第６項とし、同条第２項の次に次の３項を加える。 

 ３ 第１項の規定にかかわらず、ゆとりある良質な空間の確保、防災又は環 

境負荷低減に関し一定の条件を満たしていると区長が認めた建築物（次項 
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に該当するものを除く。）については、次の各号に掲げる地区の区分に応 

じ、それぞれ当該各号に定める高さを、当該建築物の高さの最高限度とす 

ることができる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査 

会の意見を聴くものとする。 

(1) 商業地区 ３３メートル 

(2) 近隣商業地区Ａ及び近隣商業地区Ｂ ２２メートル 

(3) 住居地区 １８．７メートル 

 ４ 第１項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる地区の区分に応じ当該各 

号の表の左欄に掲げる敷地面積を有する敷地内の建築物であって、ゆとり 

ある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たし、

かつ、周辺環境に対し一定の配慮が図られていると区長が認めたものにつ 

いては、当該各号の表の右欄に掲げる高さを、当該地区における当該建築 

物の高さの最高限度とすることができる。この場合において、区長は、あ 

らかじめ目黒区建築審査会の意見を聴くものとする。 

(1) 商業地区 

敷地面積（商業地区の区域内に

ある部分に限る。） 

高さ 

１，０００平方メートル以上 

３，０００平方メートル未満 

３９．６メートル 

３，０００平方メートル以上 ４９．５メートル 

  (2) 近隣商業地区Ａ 

敷地面積（近隣商業地区Ａの区

域外にある部分を含む。） 

高さ 

２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

２６．４メートル 

５，０００平方メートル以上 

１０，０００平方メートル未満 

３３メートル 
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１０，０００平方メートル以上 ４４メートル 

 (3) 近隣商業地区Ｂ 

敷地面積（近隣商業地区Ｂの区

域外にある部分を含む。） 

高さ 

２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

２６．４メートル 

５，０００平方メートル以上 

１０，０００平方メートル未満 

３３メートル 

１０，０００平方メートル以上 ４４メートル 

(4) 住居地区 

敷地面積（住居地区の区域外に

ある部分を含む。） 

高さ 

２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

２２．４４メートル 

５，０００平方メートル以上 

１０，０００平方メートル未満 

２８．０５メートル 

１０，０００平方メートル以上 ３７．４メートル 

 ５ 前各項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

 第１１条中「第７条第２項」の次に「から第４項まで」を加える。 

（原町一丁目・洗足一丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限に関す 

る条例の一部改正） 

第６条 原町一丁目・洗足一丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限

に関する条例（平成２８年３月目黒区条例第１１号）の一部を次のように改

正する。 
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  第７条第１項後段を削り、同条第２項中「前項前段」を「前項」に改め、

「該当する建築物」の次に「（第５項に該当するものを除く。）」を加え、

同項第１号中「次号及び次項」を「以下この条」に、「掲げる建築物」を「

該当するもの」に改め、同項第２号中「３０メートル」を「３３メートル」

に改め、同条第３項中「第１項前段」を「第１項」に改め、「認めたもの」

の次に「（第６項に該当するものを除く。）」を加え、同条第４項を同条第

８項とし、同条第３項の次に次の４項を加える。 

 ４ 第１項の規定にかかわらず、Ａ１地区、Ａ２地区及びＢ１地区の区域内

の建築物のうち、ゆとりある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に

関し一定の条件を満たしていると区長が認めたもの（次項及び第６項に該

当するものを除く。）については、当該建築物の高さの最高限度を２２メ

ートルとすることができる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒

区建築審査会の意見を聴くものとする。 

 ５ 第１項の規定にかかわらず、Ａ１地区及びＡ２地区においては、２００

平方メートル以上の敷地面積を有する敷地内の建築物であって、ゆとりあ

る良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たして

いると区長が認めたものについては、当該建築物の高さの最高限度を２７

．５メートルとすることができる。この場合において、区長は、あらかじ

め目黒区建築審査会の意見を聴くものとする。 

６ 第１項の規定にかかわらず、Ｂ１地区においては、表の左欄に掲げる敷

地面積を有する敷地内の建築物であって、ゆとりある良質な空間の確保、

防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たし、かつ、周辺環境に対し

一定の配慮が図られていると区長が認めたものについては、表の右欄に掲

げる高さを、当該地区における当該建築物の高さの最高限度とすることが

できる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査会の意見

を聴くものとする。 

敷地面積 高さ 
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２，０００平方メートル以上 

５，０００平方メートル未満 

２６．４メートル 

５，０００平方メートル以上 

１０，０００平方メートル未満 

３３メートル 

１０，０００平方メートル以上 ４４メートル 

 ７ 前各項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

  第１１条中「第７条第３項」の次に「から第６項まで」を加える。 

（下目黒一丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一 

部改正） 

第７条 下目黒一丁目地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条

例（令和５年３月目黒区条例第７号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項後段を削り、同条第２項中「前項前段」を「前項」に、「次

項」を「第４項及び第６項」に改め、「認めたもの」の次に「（第４項に該

当するものを除く。）」を加え、同条第３項を同条第６項とし、同条第２項

の次に次の３項を加える。 

３ 第１項の規定にかかわらず、Ｂゾーンの区域内の建築物のうち、ゆとり

ある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たし

ていると区長が認めたもの（次項に該当するものを除く。）については、

当該建築物の高さの最高限度を２５．３メートルとすることができる。こ

の場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査会の意見を聴くもの

とする。  

４ 第１項の規定にかかわらず、Ｂゾーンの区域内の建築物のうち、２，０ 

００平方メートル以上の敷地面積を有する敷地内のものであって、ゆとり 

ある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の条件を満たし、
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かつ、周辺環境に対し一定の配慮が図られていると区長が認めたものにつ 

いては、当該建築物の高さの最高限度を３０．８メートルとすることがで 

きる。この場合において、区長は、あらかじめ目黒区建築審査会の意見を 

聴くものとする。 

５ 前各項に定める建築物の高さについては、階段室、昇降機塔、屋窓その 

他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の 

建築面積の８分の１以内のときは、その部分の高さは、５メートルまでは、

当該建築物の高さに算入しない。 

 第１１条中「第７条第２項」の次に「から第４項まで」を加える。 

  付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

（説明） ゆとりある良質な空間の確保、防災又は環境負荷低減に関し一定の

条件を満たしている建築物の高さの制限を緩和するため、条例改正の必要を

認め、この案を提出します。 


